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まず始めに、2011年3月期の総拢について
ご報告いたします。 
 

当期は、事業基盤の安定と中長期的な成長
のために、人材及び商品・サービス力の強化
を重点施策として事業基盤の構築を行ってま
いりました。この結果、順調に計画を上回る
進捗をしていたものの、東日本大震災による
影響がありました。しかしながら、売上高は
増収を確保するとともに、営業利益は22億
円を確保し2年連続で20億円を超えることが
できました。 
 

受注が順調に進捗したことに加え、お客様
への提案力が向上したことにより、直営店の
挙式披露宴単価は前年同期と比較して約12
万円上昇いたしました。 

 
また、3年ぶりとなる新規出店や、新しい
事業形態となるホテルの婚礼受託へ参入する
など、成長に向けた取り組みをスタートした
1年でした。 

 

当期は事業基盤の構築が進み、今後安定し
た収益を確保できる体制が整ったと判断し、
1株あたり100円の復配を決定いたしました。
概要は後ほどご説明いたします。 
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連結損益計算書の概要です。 
 

売上高につきましては、エリアの特性に応
じたきめ細やかな営業戦略を実施したこと
や、お客様への提案力が向上したこと等によ
り、着実な伸びを収めることができました。
3月の東日本大震災による挙式披露宴の一部
延期等にもかかわらず、前年同期と比較して
677百万円増加し、46,716百万円、1.5%の増
収となりました。 
 

営業利益につきましても増益傾向で推移し
ておりましたが、震災の影響により、前年同
期と比較し236百万円減少し、2,282百万円
となりました。 
 

しかしながら、営業利益は2年連続で20億
円を確保し、事業基盤は着実に強化してきた
ものと考えております。 



ここで東日本大震災の影響について詳しく
ご説明させていただきます。 
 
当社グループは、日本国内及び海外・リ
ゾートエリアに店舗を展開しており、そのう
ち東日本大震災の被災地となる東北地方・北
関東地方においては、計5か所（宮城県2、
福島県1、茨城県1、栃木県1）で直営店舗を
運営しております。 
 

この震災により、3月に予定されていた挙
式披露宴の延期等の影響がありました。また
一部店舗の設備破損や、営業を見合わせせざ
るを得なくなった店舗の損失引当を計上いた
しました。 
 

この影響額は、売上高の減少1,079百万円、
営業利益・経常利益の減少582百万円、特別
損失の計上566百万円です。 
 

震災の影響がなかったと仮定いたしますと、
概算で、売上高は47,795百万円、営業利益
は2,864百万円、経常利益は2,123百万円と
なり、当初の計画値を上回る水準を確保し、
かつ前年比で2桁の増益を確保できたものと
思われます。 

7 



続きまして国内ウェディング事業売上高の
内訳をご説明いたします。 
 

直営店は、東日本大震災の影響により、挙
式披露宴の延期等が発生したため取扱組数は
前年同期と比較して減少いたしました。一方
で、挙式披露宴単価が上昇した結果、売上高
は前年同期と比較して493百万円増加し
38,915百万円となりました。 
 

（※挙式披露宴単価の詳細はP.9でご説明） 
 

レストラン提携型の売上高は、様々な個性
とブランド力を有するレストランと提携し、
当社のプロデュース力を活かした展開を進め
た結果、平均単価は前年同期と比較して219
千円上昇し2,739千円となり、売上高は
1,764百万円となりました。 
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国内ウェディング事業の直営店における挙
式披露宴単価の解説です。 
 

画一的なパッケージプランや過当な価格競
争が展開される中、当社は一組一組のお客様
の想いを汲み取った挙式披露宴の実現にこだ
わり続けてまいりました。 
 

お客様のウェディングスタイルの多様化に
応じた提案力が向上したこと、またクオリ
ティを高めた料飲メニューの投入や付帯商品
の拡充を行ってきたこと等により、直営店の
挙式披露宴単価は前年同期と比較して117千
円増の3,890千円となり、着実に上昇してお
ります。 
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売上総利益及び営業利益に係る項目の内訳
についての解説です。 
 

売上総利益は震災の影響があったものの、
前年同期と比較して299百万円増加いたしま
した。 
 

販管費はWEBの強化等、集客媒体への投資
の適正配分を行い効率化を図る一方で、今期
の重点施策である人材及び商品・サービス力
への投資を積極的に行った結果、前年同期と
比較して536百万円増加し、22,672百万円と
なりました。 
 

こうした投資を行いながらも、営業利益は
2,282百万円を確保することができました。 
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経常損益及び四半期純損益に係る項目の解
説です。 
 

経常利益は1,541百万円となりました。 
 

特別損失として災害による損失566百万円、
減損損失536百万円、資産除去債務を647百
万円を計上した結果、当期純利益は214百万
円となりました。 
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連結貸借対照表の資産の部の解説です。 

 

総資産は44,634百万円（前会計年度末比 

+1,177百万円）となりました。 

 

先程触れました通り、当期は既存直営店で
も前年同期と比較し約5億円の成長を実現し
ておりますが、更に来期以降の成長を実現す
るため、施設のリニューアル（宇都宮、広島、
仙台等）並びに新規出店である白金倶楽部へ
の投資を行いました。 

 

これらの結果、固定資産は1,234百万円増
加いたしました。 
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連結貸借対照表の負債・純資産の部の解説
です。 
 

すでにご報告の通りですが、2010年8月に
リファイナンスを実施した結果、短期借入金
が減少し、長期借入金が増加しております。
これにより、借入金返済の平準化を実現し、
財務基盤の安定化が進みました。 
 

また、期初に資産除去債務を計上したこと
等により、固定負債は前連結会計年度末と比
較して1,851百万円増加いたしました。 
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連結キャッシュ・フロー計算書の解説で
す。 
 

当期の方針の通り、事業基盤の安定と中長
期的な成長のために、商品・サービス力の強
化として大型リニューアルや新店への投資を
行っております。 
 
震災の影響により営業活動によるキャッ
シュ・フローは減少したものの、2011年3月
末の現金及び預金残高は3,556百万円を確保
しております。 
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2011年3月期末の剰余金の配当についてご
説明いたします。 

 

当社は、企業の継続的な成長を実現するた
めの投資を行いつつ、株主の皆様への利益還
元を適正かつ安定的に行う方針としておりま
す。 

 

期末配当につきましては、2008年3月期以
降、誠に遺憾ながら無配としてまいりました
が、この期間に人材及び商品・サービス力強
化への投資等による事業基盤の構築に努めて
まいりました。 

 

前述の施策等の効果により事業基盤が安定
化してきたと判断し、4年ぶりとなる復配を
決定いたしました。 

 

1株あたりの配当金額は、中長期的な成長
を実現するための投資の必要性等も総合的に
勘案し、100円とさせていただきます。 
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続きまして2012年3月期の事業戦略につい
てご説明いたします。 
 

まずは2012年3月期の位置づけについてご
説明させていただきます。 
 

当社は、1998年の創業以来ハウスウェ
ディングという新しい結婚式スタイルを提案
し、直営店舗の拡大により急成長を遂げ、新
たな市場を確立してまいりました。 
 

その後2010年3月期より3年間を「第二創
業期」と位置づけ、中長期的な成長に向けた
事業基盤の構築を進め、堅実な成長と収益性
の強化を実現し、2期連続で20億円を超える
営業利益を確保することができました。 
 

2012年3月期はその事業基盤構築の最終年
度であります。 
 

着実に増収増益を果たし次なる成長ステー
ジへの準備を進めてまいります。 
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2012年3月期の連結通期業績計画は次の通
りであります。 
 

売上高は48,500百万円 
（前年同期比＋1,784百万円） 
営業利益は2,350百万円 
（前年同期比＋68百万円） 
経常利益は1,650百万円 
（前年同期比＋109百万円） 
当期純利益は550百万円 
（前年同期比＋336百万円） 
 

震災による先行き丌透明感を加味しつつも、
震災の影響が無かった場合の前年売上伸長と
同水準となる3.8%の増収を目指します。その
一方で、事業基盤構築の最終年度として、引
き続き人材及び商品・サービス力への投資を
継続するとともに中長期の成長に向けた先行
投資も実施し、営業利益、経常利益はそれぞ
れ3%、7%の増益計画といたします。 
 

これにより3期連続で営業利益20億円以上
を確保し、安定した事業基盤の構築を目指し
ます。 
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続きまして、上期と下期の計画をご説明い
たします。 
 

上期におきましては、売上高は震災の影響
を加味し22,000百万円を計画、営業損益は
震災の影響として200百万円の利益押し下げ
要因に加え、ブランディング強化に300百万
円、新規出店に70百万円、海外事業に80百
万円等の先行投資費用が発生することによ
り、△140百万円となる見通しを立てており
ます。 
 

当社は、事業構造上、下期の利益水準が高
くなっており、当期におきましては売上高
26,500百万円、営業利益2,490百万円を計画
しております。 
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続きまして通期計画の売上高、営業利益の
増減要因を2011年3月期との比較でご説明い
たします。 
 

売上高につきましては、震災により一時的
に営業が停止したこと、計画停電の実施や余
震の断続的な発生による集客の減少及び先行
き丌透明感等を保守的に勘案し、△630百万
円の影響を見込んでおります。一方で、これ
まで継続してきた事業基盤の強化やブラン
ディングへの投資により既存店で640百万
円、新店・プロデュース等の拡大により
1,800百万円の増収を見込み、48,500百万円
（前年同期比 +1,784百万円）を計画してお
ります。 
 

営業利益につきましては、同じく震災の影
響額△200百万円を見込むものの、既存店の
強化により330百万円の増益を目指します。
一方で、中長期的な成長に向けた先行投資を
実施し、海外事業で130百万円の費用が増加
し、2,350百万円を計画しております。 
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国内ウェディング事業の主要指標の計画で
す。 

 

直営店は、ここ数年挙式披露宴の単価が上
昇基調で推移してまいりましたが、震災の影
響及び先行き丌透明感を加味し、保守的に微
増となる3,919千円、取扱組数につきまして
は9,930組を計画しております。 

 

プロデュース型は、単価は引き続き上昇を
見込み、2011年3月期と比較して131千円増
の2,870千円を見込んでおります。取扱組数
につきましては、ホテルの婚礼受託等の新規
提携がスタートすることにより、2011年3月
期と比較して1.5倍となる961組を計画して
おります。 
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続きまして2012年3月期における主な取り
組みを3つ説明させていただきます。 

 

まず結婚式の本質的価値（=“One Heart 
Wedding“）の実現により差別化を図ることで
既存店を強化いたします。 

 

次に、成長の足固めとして、2011年3月期
より取り組んでまいりました新規出店、提携
案件を着実に収益化いたします。 

 

また、海外事業への積極展開として、上海
サロンを拠点としたプロデュース展開をス
タートいたします。 
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まず、事業基盤の強化についてご説明いたしま
す。 

 
当社は、施設の「一軒家貸切」、一人のウェ
ディングプランナーが最初からパーティ施工ま
で全てを担当させていただく「一顧客一担当
制」という業界の中でもユニークなシステムに
よって、ご新郎・ご新婦様一人一人の歩んでこ
られた人生や想いをくみ取り、オリジナルな
ウェディングを提供してまいりました。 

 
こうしたスタイルにこだわり多くの挙式披露宴
に携わる中で、ご新郎・ご新婦様や親御様、参
列されたゲストの方々の「心がひとつになる瞬
間」を生み出すことが挙式披露宴の大切な要素
であると再認識いたしました。当社はこれこそ
が忘れてはならない結婚式の本質であり、この
ような結婚式を当社の提供する価値と位置づけ、
“One Heart Wedding”と名付けております。 

 
この“One Heart Wedding”を支えるものとして、
ガーデン、サロン、チャペル、装飾、会場など、
結婚式創りにかかわるすべてをVMD活動により
一体化し、運営体制を強化します。また、年間1
万組の取組み事例をT&Gナレッジシステムに蓄
積、共有する仕組みを強化します。 

 
“One Heart Wedding”を実現し、T&Gウェディ
ングのクオリティを高めるとともに、ブラン
ディングとしても打ち出していくことで差別化
を図り既存店の強化を実現してまいります。 
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次に、成長への足固めについてご説明いた
します。 

 

中長期的な成長の実現に向け、ポテンシャ
ルの高いエリアを選定し、従来のハウスウェ
ディングに加え、他形態についても運営受託、
提携等により積極的に進出してまいります。 

 

すでに公表しておりますが、3年ぶりの新
規出店をはじめとして、ホテルの婚礼受託事
業への参入、ブランド力のあるホテル・レス
トランの婚礼プロデュース等、次なる成長に
向けた新しい取り組みをスタートしておりま
す。 

 

これらの拡大を図るとともに着実に収益化
し、成長への足固めを行います。 
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ホテルの婚礼受託事業の取り組み事例をご
紹介いたします。 

 

すでにご報告の通り、信州の著名な老舗ホ
テルである「ホテルブエナビスタ」（長野県
松本市）の婚礼事業を受託いたしました。 
 

ホテルブエナビスタは高いホスピタリティ
により、このエリアにおいて圧倒的なブラン
ド力を有しております。これに対して当社は、
年間1万組の取扱組数実績に基づく広告ノウ
ハウや人材育成、教育制度の提供を行います。 

 

また、当社はこのエリアに直営店舗（ガー
デンヒルズ迎賓館松本）を展開しているため、
地域特性を活かした展開が可能です。 

 

このように、両社の強みを融合した Win-

Winの関係をベースに高品質なブライダル
サービスを提供してまいります。 

 

今後もこのようなスキームで積極的にホテ
ル等の婚礼受託事業の拡大を図ります。 
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また、プロデュースの取り組み事例として、
札幌ドミナント戦略がございます。 

 

すでにご報告の通り、 2011年1月、お客様
への会場紹介に加え、プロデュース機能も有
したサロンを札幌に出店いたしました。また
独立型チャペルや、「札幌パークホテル」と
いった高いブランド力を有するホテルやレス
トランと複数提携いたしました。 

 

これらにより、札幌エリアにおいてお客様
の様々なニーズに対し、業態を越えたプロ
デュースのご提案が可能となり、取扱組数増
加とシェア獲得によってポテンシャルの高い
札幌エリアにおけるポジショニングの強化を
狙います。 

 

また、今後こうした取り組みを、他エリア
にも順次拡大を図ってまいります。 
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続きまして、海外事業の展開についてご説
明いたします。 

 

成長マーケットであるアジアへの展開を強
力に推進するため、香港及び上海に現地法人
を設立いたしました。これにより、ハイエン
ドの顧客層をターゲットとしたプロデュース
事業を中心にアジア市場に参入し、新たなブ
ライダルマーケットの創出を目指します。 
 

まず最初にウェディングサロンを上海市に
出店し（2011年5月末予定） プロデュース
事業を中心に展開いたします。 

 

また、ブライダルプロデュースのみならず、
国内外のスーパーブランド・政府関連機関の
パーティ等のプロデュース事業を積極的に展
開してまいります。 

 

また、グループ会社で展開するハワイ、グ
アム等におけるリゾートウェディング施設へ
の送客も強化し、将来的には直営店の展開も
視野に入れた事業拡大を予定しております。 
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具体的なプロデュース事例として、2011年3月、
中国海南島の2つのホテルを完全に貸し切り、ア
ジアの著名人のウェディングのプロデュースを
行いました。 

 
お二人のご要望をお伺いし、ホテル選びからコ
ンセプト作り、空間デザインのみならず、関係
者の安全な移動を確保するチャーター機の手配
等の送迎及びセキュリティ対応、空港との交渉
による保安体制の整備、地元行政との交渉、100
名以上のマスコミ関係者への対応といった、周
辺のケアに至る全てを総合的にプロデュースい
たしました。 

 
日本国内におけるノウハウをベースに、企画・
演出・運営まで総合プロデュースした実績は高
く評価を受け、今後も今回のようなプロジェク
トを積極的に受託し、T&Gのプロデュース力を
アジア全域に発信してまいります。 
 
また、海南島で実施されるハイエンドの顧客層
をターゲットとしたブライダルプロデュースを
開始するため、世界的ラグジュアリー・ホテル
ブランドであるHilton Hotels Corporationの五つ星
ホテル「コンラッド三亜海棠湾」及び「ダブル
ツリー・バイ・ヒルトン三亜海棠湾」と、婚礼
部門における業務提携を開始いたしました。 

 
当社グループは、こうしたアジアでの取り組み
により、5年後には海外事業をグループ売上高の
10%を占める事業とすることを目指してまいりま
す。 
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最後となりますが、2012年3月期の配当予
想についてご説明させていただきます。 

 

2012年3月期は、適正かつ安定的に利益配
分を行う基本方針に則り、2011年3月期と同
水準となる1株当たり100円の年間配当金を
予定しております。 
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ここで東日本大震災における当社の支援活動に
ついてご報告いたします。 
 

結婚式を通じて夢や未来への希望をお届けし、
被災地の復興に対して少しでもお役に立てれば
と願っております。  
 
当社は年間約1万組の挙式披露宴を執り行って
おり、ご新郎・ご新婦、ご参列されるゲストの
方々、お取引先様、T&Gのスタッフを含めると1
組当たり約100名の方々が関わっております。こ
れら年間約100万人（1万組×100名）の心をひ
とつにした支援活動ができないかと考え、T&G
「100万人のOne Heart」チャリティー企画を実
施しております。   
 
当社会場で開催される挙式披露宴1組当たり
5,000円を、支援団体を通じ被災された方々に
「One Heart義援金」として寄付させて頂く他、
被災された方々の避難所にて、当社シェフによ
るフランス料理の炊き出しを実施しました。 
 

他にも、挙式披露宴に使用される装花を「チャ
リティーフラワー」として販売し、売上全額を
寄付、また「One Heartエコバッグ」を販売し、
売上の一部を被災された方々へ寄付いたしま
す。 
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